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音響式による容 積・体 積の測定。    

図のように基準槽に取りつけられたスピーカを正弦波信号で駆動する
と、基準槽の容積V１と、アダプタ内の空間の容積V0および被測定物の
容積V（図では燃焼室）を合わせた容積V2には、絶対値が等しく符号が
反対の微小容積変化⊿Vが与えられ、内部に圧力変動（音）が生じます。
その振幅は、それぞれの容積に反比例します。これらの圧力変動は、エレ
クトレットコンデンサマイクロホンによって検出され、それらの比から容積
V2が算出されます。被測定物の容積Vは、V2からアダプタ内の空間の容
積V0を減じることで算出できます。

測定原理

■シリンダヘッドの燃焼室キャビティ上に容積計を載せるだけで、燃焼室
容積を、その形状に関わりなく測定できます。

■組み立て済みのエンジンでは、専用アダプタで容積計を点火プラグ
ホールに連結すれば、燃焼室の容積測定が可能です。

■エンジン製造あるいは整備などのあらゆる工程において、乾燥状態の
まま短時間（約2秒）で燃焼室の容積が測定できます。

測定方法

容 積
容積が既知の校正用標準容積器の容積測定結果との比較によ
り、被測定物の未知の容積を算出します。
まず、標準容積器の容積を測定し、その測定結果より、被測定物
の測定に必要なパラメータを得ます。この校正作業を一度行え

ば、以降の被測定物の容積測定を何度でも行えます。現在は、測
定精度を向上させるために、2または３種類の校正用標準容積器
を使用しており、たとえば、50 cm3程度の被測定物の容積測定
において、±0.05 cm3の測定精度を実現しています。

測定対象物の形状に関わらず、空気中で高精度に測定。

音響式容積計 （燃焼室容積計）

音響式容積計の断面図
● 校正は、標準容積器2つまたは３つで行い、
 測定に必要なパラメータを得ます。
● 被測定物に容積計を載せて測定します。
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   P0 : 槽内の静圧（大気圧） ⊿P1 : 基準槽内の微小圧力変化
⊿P2 : アダプタ内と被測定物を合わせた空間の微小圧力変化

（圧力）×（体積）γ＝ 一定 （γ は空気の比熱比 ： 1.4）
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図のように基準槽に取りつけられたスピーカを正弦波信号で駆動する
と、基準槽の容積V１と、アダプタ内の空間および測定槽と被測定物のす
き間を合わせた容積V2には、絶対値が等しく符号が反対の微小容積変
化⊿Vが与えられ、内部に圧力変動（音）が生じます。その振幅は、それぞ
れの容積に反比例します。これらの圧力変動は、エレクトレットコンデンサ
マイクロホンによって検出され、それらの比から容積V2が算出されます。
被測定物の体積Vは、アダプタ内の空間の容積および測定槽の空容積
を合わせた容積V0からV2を減じることで算出できます。

■産業技術総合研究所 計量標準総合センターのご指示
に従って製作した、空気浮力補正のための体積計です。
　・JIS B 7609 分銅 － 附属書B 分銅の試験方法に規定される測定法G（音響式体積計）

■被測定分銅と、同種同形で、体積既知の標準分銅との体
積差を空気中で精密に測定できます。

■大中小3種類の測定槽を使い分けることにより、20 g～
10 kgのOIML 規格の分銅の体積測定ができます。

■従来は、物体を水中に沈めてその浮力を測るというアルキメデスの
原理（水中重量法）を利用して、体積・密度の測定が行われてきまし
たが、音響式体積計を用いれば、乾燥状態のままで物体の体積を
測定できます。

■測定対象物の形状に関わりなく、複雑な形をした物体の体積が短時
間（約2秒）で、高精度に測定できます。

測定方法

体 積
体積が既知の校正用標準体積器の体積測定結果との比較によ
り、被測定物の未知の体積を算出します。
まず、標準体積器の体積を測定し、その測定結果より、被測定物
の測定に必要なパラメータを得ます。この校正作業を一度行え

ば、以降の被測定物の体積測定を何度でも行えます。現在は、測
定精度を向上させるために、2または３種類の校正用標準体積器
を使用しており、たとえば、100 cm3程度の被測定物の体積測定
において、±0.1 cm3の測定精度を実現しています。

測定原理
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   P0 : 槽内の静圧（大気圧） ⊿P1 : 基準槽内の微小圧力変化 
⊿P2 : アダプタ内および測定槽と被測定物のすき間を合わせた空間の微小圧力変化

（圧力）×（体積）γ＝ 一定  （γ は空気の比熱比 ： 1.4）

音響式体積計の断面図
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● 校正は、標準体積器２つまたは３つで行います。
● 測定槽に被測定物を入れて測定します。
● 密度測定の場合は、予め、被測定物の質量を測定しておきます。

コントロール
ボックス

コンピュータ
USB

マイク1 －⊿P1
マイク2

基準槽容積 V1
e1
e2



■ 接続ケーブル、USBケーブル
■ ACアダプタ
■ 専用ソフトウェア（CD-ROM）

■ 接続ケーブル、USBケーブル
■ ACアダプタ
■ 専用ソフトウェア（CD-ROM）
■ 分銅用体積計の測定槽（台座付き）
　・測定槽X型 （2 kg～10 kg 分銅用）
 　 φ130 mm × 213（H）mm
　・測定槽Ｗ型（200 g～1 kg 分銅用）
 　 φ65 mm × 108（H）mm
　・測定槽Ｃ型（20 g～100 g 分銅用）
 　 φ34 mm × 80（H）mm

■ 接続ケーブル、USBケーブル
■ ACアダプタ
■ 専用ソフトウェア（CD-ROM）

■ 標準体積器
校正用に2または３種類の標準体積器
を使用。

■ 体積計の測定槽
・被測定物を入れる容器は、被測定物
 の大きさに合わせて製作。

■ 燃焼室容積計の標準容積器
校正用に2または３種類の標準容積器
を使用。
・標準容積器
  0 cm3～120 cm3（5 cm3ステップ）
  （被測定物の容積に合わせて製作。）
・点火プラグホール用アダプタ
  （組み立て済みエンジン用）

■ 汎用容積計の標準容積器
被測定物の容積に応じて製作。
被測定物の形状に合う基準槽アダプタ
を製作。

容積・体積繰り返し測定精度

測定所要時間

測定周波数

分析点数

基準槽：測定槽内音圧

基準槽：内寸法、容積

コントロールボックス

消費電流

対応ＯＳ

付属品

オプション

仕様

±0.05 cm3 ※1 分銅体積の±0.1 % ±0.03 cm3

約 2 秒（分析点数1024点の場合。 繰り返し測定間隔は秒単位で設定可能）

15 Hz～99 Hz（測定対象により可変）

256点～4096点（2のべき乗で可変　初期値1024点）

約 94 dB～134 dB（1～100 Pa rms）

φ90 mm × 91（H）mm   V1  570 cm3 

USB ケーブルでコンピュータと接続、54（H）× 150（W）× 170（D）mm・約400 g

5 V　約 475 mA（約 2.4 VA）

Microsoft Windows : 8.1 Pro 32 bit / 64 bit、10 Pro 32 bit / 64 bit

±0.1 cm3 ※2

※1　基準環境状態（20 ℃、50 ％）下で50 cm3 測定時（シリンダヘッドの場合）
※2　基準環境状態（20 ℃、50 ％）下で100 cm3 測定時
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TEL.06-6346-3671 FAX.06-6346-3673
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TEL.052-232-0470 FAX.052-232-0458
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TEL.092-281-5366 FAX.092-291-2847
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TEL.021-5423-5082 FAX.021-5423-5266

〒192-0918   東京都八王子市兵衛 2丁目 22番 2号
TEL.042-632-1160 FAX.042-632-1140

本社・営業部

西日本営業所

東海営業所

九州リオン（株）

上海理音科技
有限公司

リオンサービス
センター（株）

ISO14001本社・東海営業所・
西日本営業所 認証取得

西日本営業所・九州リオン・
リオンサービスセンター 認証取得

ISO9001本社・東海営業所・

当社の休日および土・日・祝日を除く
9：00～12：00 / 13：00～17：00技術相談受付 0120-26-1566

当社は、認定基準としてISO/IEC 17025を用い、認定スキームをISO/
IEC 17011に従って運営されているJCSSの下で認定されています。
JCSSを運営している認定機関（IAJapan）は、アジア太平洋認定協力
機構（APAC）及び国際試験所認定協力機構（ILAC）の相互承認に署名
しています。当社の品質保証課は、国際MRA対応JCSS認定事業者です。
JCSS0197は品質保証課の認定番号です。


